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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 29日 (2006.9.29)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 池 を 収 納 す る 電 池 収 納 室 と 、
　 該 電 池 収 納 室 内 に 設 け ら れ 、 前 記 電 池 収 納 室 内 に 収 納 さ れ た 前 記 電 池 と 接 触 す る 接 触 部
を 有 す る 電 池 接 片 と を 備 え 、
　 前 記 電 池 切 片

こ と を 特 徴 と す る 電 子 機 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 電 子 機 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 電 子 機 器 は 、 電 池 を 収 納 す る 電 池 収 納 室 と 、 電 池 収 納 室 内 に 設 け ら れ 、 電 池 収
納 室 内 に 収 納 さ れ た 電 池 と 接 触 す る 接 触 部 を 有 す る 電 池 接 片 と を 備 え 、 電 池 接 片

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 池 を 電 池 収 納 室 内 に 収 納 し た と き に 、 電 池 切 片

電 池 の 表

た 電 子 機 器 で あ っ て
は 、 回 動 す る 腕 部 と 、 前 記 腕 部 の 回 動 軸 に 対 し て 直 交 す る 向 き に 延 び る 半

円 形 状 の 前 記 接 触 部 と を 有 す る

前 記 接 触 部 は 、 前 記 腕 部 の 一 部 が 折 り 曲 げ ら れ て 形 成 さ れ て い る

は 、 回 動
す る 腕 部 と 、 該 腕 部 の 回 動 軸 に 対 し て 直 交 す る 向 き に 延 び る 半 円 形 状 の 接 触 部 と を 有 す る

の 腕 部 が 回 動 す る こ
と で 、 接 触 部 を 電 池 の 電 極 部 に 対 し て 摺 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、



面 に 生 じ た 酸 化 被 膜 や 汚 れ 等 を 良 好 に 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 池 接 片 ３ は 、 図 １ （ Ｂ ） や 図 ２ に 示 す よ う に １ 枚 の 弾 性 を 有 す る 金 属 板 材 を 曲 げ 形 成
す る こ と に よ っ て 作 製 さ れ て お り 、 腕 部 ３ ａ を 有 し て い る 。 ま た 、 腕 部 ３ ａ に は 、 電 池 ２
の マ イ ナ ス 電 極 と 接 触 す る 接 触 部 ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 接 触 部 ３ ｂ は 、 図 ２ （ Ｂ ） に 示
す よ う に 、 腕 部 ３ ａ の 側 縁 に お け る 一 部 を

曲 げ 形 成 す る こ と に よ っ て 腕 部 ３ ａ の 上 面 か ら 突 出 す る よ う に な っ て お
り 、 こ の 接 触 部 ３ ｂ の 先 端 は 、 半 円 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 腕 部 ３ ａ の 先 端 部 ３ ｄ は 、 電 池 の 挿 入 方 向 に 折 り 曲 げ ら れ て お り 、 が
弾 性 変 形 し な が ら し た と き に 、 の 一 定 量 以 上 の を 制 限 す る こ と に よ り 電
池 接 片 ３ が 塑 性 変 形 す る の を 防 ぐ 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た 電 池 室 １ の 構 成 に お い て 、 電 池 ２ を 電 池 室 １ 内 に 装 填 し て 電 池 蓋 ６ を 閉 め て い
く と 、 電 池 接 片 ３ は 電 池 ２ に 押 し 込 ま れ て 弾 性 変 形 す る 。 こ の と き 、 電 池 接 片 ３ の 腕 部 ３
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、 後 述 す る 腕 部 ３ ａ の 回 動 軸 ｘ に 直 交 す る 方 向
（ ｚ 方 向 ） に 折 り

腕 部 ３ ａ
回 動 腕 部 ３ ａ 回 動



ａ は 、 の 基 端 部 （ 電 池 接 片 ３ の 曲 げ 部 分 ） を 軸 に し （ ｘ 軸 周 り に し ） 、 腕 部 ３
ａ に 形 成 さ れ た 接 触 部 ３ ｂ は 、 腕 部 ３ ａ の に 伴 っ て 電 池 ２ の 電 極 面 に 対 し て － 方 向
に 摺 動 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で 、 電 池 接 片 ３ の 接 触 部 ３ ｂ の 先 端 は 、 上 述 し た よ う に 半 円 状 に 形 成 さ れ て い る た
め 、 触 部 ３ ｂ お よ び 電 池 ２ の 電 極 部 の 接 触 面 積 を 小 さ く で き 、 接 触 部 ３ ｂ が 電 池 ２ の 電
極 部 に 対 し て ｙ 方 向 に 移 動 す る 際 の 摩 擦 力 を 低 減 で き る 。 し か も 、 電 池 接 片 ３ は 弾 性 変 形
し て い る た め 、 接 触 部 ３ ｂ は 、 電 池 ２ の 電 極 面 に 対 し て あ る 程 度 の 付 勢 力 を も っ た 状 態 で
摺 動 す る こ と に よ り 、 電 池 ２ の 電 極 面 に 生 じ た 酸 化 被 膜 や 汚 れ 等 を 効 率 良 く 擦 り 取 る こ と
が で き 、 電 池 ２ の 導 通 不 良 が 発 生 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ の 腕 部 ９ ａ の 先 端 に は 、 電 池 ２ の 電 極 部 と 接 触 す る 接 触 部 ９ ｂ が

形 成 さ れ て お り 、 第 ２ の 腕 部 ９ ｃ の 先 端
に は 、 電 池 ２ の 電 極 部 と 接 触 す る ２ つ の 接 触 部 ９ ｄ が

形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 接 触 部 ９ ｂ 、 ９ ｄ は 、 こ の 幅 が
先 端 側 に 向 か っ て 狭 く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 電 池 蓋 ６ を 閉 じ て い く と 、 電 池 蓋 ６ が 電 池 ２ を 押 し 込 む こ と に よ り 、 電 池 ２ が －
ｚ 方 向 に 移 動 し て い く 。 こ の と き 、 電 池 ２ が 電 池 接 片 ９ の 腕 部 ９ ａ 、 ９ ｃ を 押 し 込 む こ と
に よ り 、 腕 部 ９ ａ 、 ９ ｃ を 弾 性 変 形 さ せ る 。 す な わ ち 、 第 １ の 腕 部 ９ ａ は 、 屈 曲 し た 部 分
を 中 心 と し て ｘ 軸 周 り 一 方 向 に 回 し 、 第 ２ の 腕 部 ９ ｃ は 、 屈 曲 し た 部 分 を 中 心 と し て ｘ
軸 周 り 他 方 向 に 回 す る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 で は 電 池 接 片 の 腕 部 を 曲 げ 形 成 し て 、 こ の 腕 部 を 電 池 の 収 納 動 作
に 応 じ て 回 転 さ せ る よ う に し た が 、 各 実 施 例 に お け る 腕 部 に 相 当 す る 電 池 接 片 を 設 け 、 こ
の 腕 部 を 電 池 に 対 し て 付 勢 し た 状 態 で 回 さ せ る 構 成 で あ れ ば い か な る 構 成 で あ っ て も よ
い 。 す な わ ち 、 こ の 構 成 に よ っ て 電 池 の 表 面 に 生 じ た 酸 化 被 膜 や 油 汚 れ 等 を 除 去 す る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 図 １ 】
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